
南部工業高校・八戸工業高校統合準備委員会報告書

平成２４年３月２９日

南部工業高校・八戸工業高校統合準備委員会



南部工業高校・八戸工業高校統合準備委員会の協議内容について（報告）

平成２４年３月２９日　

　青森県教育委員会

　　教育長　　橋　本　　都　　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　南部工業高校・八戸工業高校統合準備委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　　髙　松　　　彰

　本統合準備委員会で、これまで協議した内容を、次のようにとりまとめましたので報告

します。



１．統合準備委員会の設置趣旨及び協議について

２．統合準備委員会での協議事項及び対応方法について

　Ⅰ　募集停止となる南部工業高校の教育活動の充実を図ること

①

②

③

　（２）県教育委員会に対する要望事項

①

協議事項 対応方法

　南部工業高校卒業生が教
育実習を希望する場合の受
け入れについて、今後、協
議を進めたい。

　例年５月末から２週間程度４名から５名の教育実習生を
受け入れており、学生の専門教科に応じ、学科・担当教科
・ＨＲを検討して実施している。今後は南部工業高校卒業
生も教育実習生として受け入れるよう準備します。

　教育内容の一層の充実と
向上を図る教員配置を希望
する。

　２５・２６年度の学年が欠けた場合の教育課程等を想定
した教員配置を検討してもらい、各年度の人事協議の際に
伺います。
　なお、教員配置については、要望内容及び県立学校職員
人事異動方針を踏まえ、学校の実情等を勘案しながら十分
検討します。

　平成２７年度に県立八戸工業高等学校（以下「八戸工業高校」という。）と統合とな

　ることから、募集停止となる南部工業高校の教育活動の充実や統合先となる八戸工業

　高校との円滑な連携を図るために、両校の教職員、後援会等学校関係団体の代表者、

　地域の関係者を委員として設置したものです。

　　以下は、統合準備委員会で協議を行った内容です。

　は、平成２０年に策定した県立高等学校教育改革第３次実施計画において、平成２５

　年度に県立南部工業高等学校（以下「南部工業高校」という。）が募集停止となり、

　　南部工業高校・八戸工業高校統合準備委員会（以下「統合準備委員会」という。）

　（１）八戸工業高校との協議事項

　統合に向けた書類等の取扱、事務処理については両校の
担当者間で協議を進め遺漏のないよう対応します。
　なお、万全を期すためにも、統合時には両校の事務担当
者が配置されるなどの配慮をお願いします。

　南部工業高校の生徒が、
卒業後、各種証明書の発行
手続き、記念資料の閲覧及
び貸し出し方法、同窓会へ
の連絡などで困らないよう
に、県教育委員会ＨＰと八
戸工業高校ＨＰでの周知を
希望する。

　平成２３年４月より学校ＨＰをリニューアルしている。
現在、学校情報・同窓会情報の適切かつ効果的な発信に務
めており、今後は南部工業高校卒業生への情報発信にも十
分配慮し準備します。

協議事項 対応方法

　書類等の取扱、事務処
理、施設・設備利活用につ
いて、今後、協議を進めた
い。
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②

③

④

⑤

⑥

　Ⅱ　統合先となる八戸工業高校との円滑な連携を図ること

　（１）南部工業高校の特色ある教育活動の引継ぎについて

①

②

　南部工業高校卒業生が教
育実習を希望する場合の受
け入れについて、今後、協
議を進めたい。

　南部工業高校の卒業生が教育実習を希望する場合の受け
入れ方法については、両校の担当者が共通理解を図れるよ
う仕組み作りをします。
　また、県教育委員会ＨＰに南部工業高校卒業生向けのペ
ージを作成し、教育実習を希望する場合の連絡先を周知し
ます。
　なお、教育実習生の希望者が多数となり、八戸工業高校
で教育実習生を受け入れできない場合が生じれば、関係す
る県立高等学校長に受け入れを要請します。

　統合当初の混乱を最小限
度に抑えるため、八戸工業
高校に南部工業高校教職
員、南部工業高校ＯＢ教員
の配置を希望する。

　教職員配置については、両校の要望内容及び県立学校職
員人事異動方針を踏まえ、両校の実情等を勘案しながら十
分検討します。

　南部工業高校の生徒が、
卒業後、各種証明書の発行
手続き、記念資料の閲覧及
び貸し出し方法、同窓会へ
の連絡などで困らないよう
に、県教育委員会ＨＰと八
戸工業高校ＨＰでの周知を
希望する。

　２７年度に県教育委員会ＨＰに南部工業高校卒業生向け
のページを作成し、証明書発行手続き等に係る連絡先を掲
載します。

　今までに閉校・統合した
学校を基に、募集停止後
（２年間）の事務処理等の
基本計画の情報提供を希望
する。

　他校の実際の進捗状況を確認した上で、適宜、情報提供
します。

　テクノボランティア（高
齢者住宅の補修工事）、美
化ボランティア、ものづく
りコンテスト（木材加工部
門）の取り組みが継続され
ることを希望する。

　学習した工業技術を活用したボランティア活動「テクノ
ボランティア」は、工業高校の特色を活かした取組として
有効であることから、本校が立地する地域のニーズを把握
し、何ができるか検討します。
　また、「ものづくりコンテスト」では、既に機械・電
気・土木部門への参加はしており、今後、建築に関する学
習の深度に応じて木材加工部門へも取り組ませます。

協議事項 対応方法

　建築に関する知識・技能
を学習できる学科・コース
の設定を希望する。

　既存学科内に建築に関する知識・技能を学習できるコー
ス（学習内容は２級建築士や２級施工管理技士資格取得学
歴要件を満たす）の設定を検討します。

　今後の施設・設備等の有
効活用を検討するにあた
り、特に物品については数
も種類も多いことから、基
本的な考え方や統合までの
タイムスケジュールを示し
てもらいたい。

　他校の実際の進捗状況を確認した上で、適宜、情報提供
します。
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　（２）南部工業高校の沿革に係る資料等の引継ぎ及び八戸工業高校での保存・管理に

　　　ついて

①

②

③

　（３）南部工業高校の施設、設備の有効活用について（南部工業高校におけるメモリ

　　　アル的な施設、設備、物品についての意見集約）

①

②

　（４）南部工業高校の関係団体の今後の在り方について

①

　建築士試験の受験資格要
件確認申請手続き（４年に
一度）と指定科目取得単位
証明の発行について、今
後、協議を進めたい。

　受験資格要件を満たす教育課程のコース設定とともに、
確認申請手続きを行います。
　また、南部工業高校卒業生に対する証明発行は遺漏がな
いよう業務を引き継ぎます。

　校門柱（校名プレートの
付いた状態で）を校門と南
工坂との間の敷地に南部工
業高校生が巣立った証とし
て保存を希望する。

　学校から提出された略図、写真により、特定された要望
箇所について、今後の跡地利用の検討の際には、教職員課
で要望していきます。
　今後、要望があった財産の管理方法等については、学校
側と事務手続きを進めていきます。

　八戸工業高校が必要とす
る施設・設備等の選択と移
動計画について、今後、協
議を進めたい。

協議事項 対応方法

　沿革に係る資料等を南部
工業高校同窓生が閲覧し、
必要に応じて活用できるよ
うな保管、管理そして展示
可能なスペースの確保を希
望する。

　今年度実施しているＢ棟改修工事にあわせ、多目的教室
２教室を同窓会記念室（八戸工業・南部工業）と渉外部室
に転用します。同窓会記念室には、資料保管及び閲覧用の
書庫を配置し、必要に応じて展示スペースとしても活用す
ることとします。両校の貴重な資料を管理することから、
渉外部室を隣接させ、室内に小会議スペースを確保し、両
校の同窓生の会議場所としての活用を図ります。

協議事項 対応方法

　建築に関する学習に必要な設備は、南部工業高校から本
校産振棟に移設することで考えています。
　また、メモリアルな物品については、南部工業高校と協
議し、同窓会記念室に展示・保管することとします。

　証明書発行、再発行が円
滑に行われるように、今
後、協議を進めたい。

　統合に向けた書類等の取扱、事務処理については両校の
担当者間で協議を進め遺漏のないよう対応します。
　なお、万全を期すためにも、統合時には両校の事務担当
者が配置されるなどの配慮をお願いします。

協議事項 対応方法

　同窓会の在り方について
は、まだ決定できない状況
であるが、今後の方向付け
を検討するにあたり、八戸
工業高校の同窓会事務局と
情報交換を図りたい。

　八戸工業高校同窓会としても南部工業高校同窓会事務局
との情報交換を図り、役員会・総会で、今後の在り方につ
いて検討を進めていきます。
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　⑤八戸工業高校に建築コースを設置する場合、２学年からの実習では、実習機材等が

　①南部工業高校の特色ある教育活動の引継ぎとして、是非、建築に関わるもの、木材

　　ためには、教員配置が一番の問題となると思われるので、県教育委員会には十分配

　④八戸工業高校で建築コースを設置し、南部工業高校建築科での資格取得を維持する

３　各委員からの主な要望・意見等について

　　加工に関わるものを何らかの形で残してもらいたい。

　　配置、施設・設備、教材等、多くの面で検討が必要であると思うが、是非実現でき

　　るよう進めて欲しい。

　⑩統合にあたっては、これまで南部工業高校で培って来た就職先へも配慮してもらい

　⑨統合にあたっては、八戸工業高校の教員や事務職員の配置について配慮してもらい

　　を向けて進めて欲しい。

　　たい。

　⑥協議を通して、南部工業高校が継承してきた伝統や建築科への思いなど、地域の方

　　々の思いが強く胸に伝わってきている。

　⑦南部工業高校の募集停止により、三八地区では工業高校が１校となることから、八

　⑭今後、南部工業高校の同窓会との在り方については、南部工業高校からの話に対し

　　て、前向きに検討していきたいと思っている。

　⑬南部工業高校同窓会の役員会では、八戸工業高校同窓会で支部活動というのがあれ

　⑫情報発信については、ホームページだけではなく、他の対応も検討する必要がある｡

　　ば、南部工業支部というのもあっても良いのでないかという声もある。

　⑪ホームページでの情報発信では、携帯電話などでも利用できるような活用方法を更

　　に進めて欲しい。

　　戸工業高校で行うボランティアの対象は、八戸市だけではなく、三八地区全体に目

　　たい。

　　伝統を引き継ぐような形で、大いにやって欲しい。

　②八戸工業高校で建築に関わる学科・コースの設定を検討する場合には、卒業後に２

　　級建築士の受験につながるような教育課程を検討してもらいたい。

　③八戸工業高校には、建築コースを検討していただき大変感謝している。今後、人事

　　揃っているかということが大きな課題である。生徒が実社会に出て、すぐに役立つ

　　ような技術を取得するためにも、機材の充実ということを考える必要がある。

　⑧今後の八戸工業高校でのボランティア活動は、地域に愛されている南部工業高校の

　　慮してもらいたい｡
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３　南部工業高校・八戸工業高校統合準備委員会の協議経過

１　南部工業高校・八戸工業高校統合準備委員会設置要綱

２　南部工業高校・八戸工業高校統合準備委員会委員名簿

付　　　属　　　資　　　料
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南部工業高校・八戸工業高校統合準備委員会設置要綱

（設 置）

第１ 募集停止となる青森県立南部工業高等学校（以下「南部工業高校」という。）の教

育活動の充実や、統合先となる青森県立八戸工業高等学校（以下「八戸工業高校」とい

う。）との円滑な連携を図るため、南部工業高校・八戸工業高校統合準備委員会（以下

「統合準備委員会」という。）を設置する。

（所掌事務）

第２ 統合準備委員会は、統合に関する課題について協議、検討し、青森県教育委員会教

育長（以下「教育長」という。）に報告する。

（組 織）

第３ 統合準備委員会は、２０人以内の委員で組織する。

２ 委員は、別記１に掲げる者のうちから教育長が委嘱する。

３ 必要に応じて、両校の校長が協議の上、両校の教員による準備部会を設置することが

できる。

（任 期）

第４ 委員の任期は、委嘱した日から平成２４年３月３１日までとする。ただし、委員が

欠けた場合の補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。

（委員長等）

第５ 統合準備委員会に委員長及び副委員長各１人を置く。

２ 委員長は、統合準備委員会を主宰する。

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、

その職務を代行する。

（会 議）

第６ 統合準備委員会の会議は、委員長が招集する。

２ 統合準備委員会の会議の進行役は、別記１の委員の５に該当する委員が務めるものと

する。

（庶 務）

第７ 統合準備委員会に係る庶務は、青森県教育庁教職員課（以下「教職員課」という。）

及び両校において処理する。

（その他）

第８ この要綱に定めるもののほか、統合準備委員会の運営に関し必要な事項は、別に定

めるものとする。

附 則

この要綱は、平成２２年６月１日から施行する。
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別記１

統合準備委員会

委 員 長 八戸工業高校の校長の職にある者

副委員長 南部工業高校の校長の職にある者

委 員 １ 南部工業高校及び八戸工業高校の教頭及び事務長の職にある者

２ 南部工業高校及び八戸工業高校の教職員で校長が特に必要と認める者

３ 南部工業高校及び八戸工業高校のＰＴＡ、同窓会、後援会の各団体の代表と

して両校の校長が推薦した者

４ 南部工業高校及び八戸工業高校の地域の関係者の代表として両校の校長が推

薦した者

５ 教職員課の課長代理の職にある者



氏　　名 備　　考

1 学校職員 校長 野　呂　　昌　文 副委員長
※平成２２年度は、佐藤　義光氏

2 学校職員 教頭 鈴　木　　雅　博 ※平成２２年度は、野村　卓司氏

3 学校職員 事務長 山　内　　磨梨子

4 学校職員 教務主任 大　橋　　　　豪

5 学校職員
設備システ
ム科科長 若佐谷　　政　人

6 後援会代表 会長 西　舘　　　　隆

7 同窓会代表 副会長 浅　水　　　　修

8 ＰＴＡ代表 会長 佐々木　　正　和

9 宮　本　　佳　悦

10 学校職員 校長 髙　松　　　　彰 委員長

11 学校職員 教頭 髙　橋　　和　雄

12 学校職員 事務長 中　田　　敏　彦

13 学校職員 教務主任 福　井　　英　明

14 学校職員
電気科
主任

中　居　　隆　悦

15 後援会代表 理事長 川　村　　博　志

16 同窓会代表 会長 北　向　　幸　吉

17 ＰＴＡ代表 会長 坂　内　　利　行

18 中　村　　正　明

19 教育庁職員 課長代理 佐　藤　　禎　人 進行
※平成２２年度は、安田　正司氏

南部工業高校・八戸工業高校統合準備委員会委員名簿

区　　分

南部工業高校

地域の関係者

八戸工業高校

地域の関係者

教職員課
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　　場　所：県立南部工業高等学校音楽室

　　出席者：委員１８名及び事務局６名（川村委員欠席）

　　議　事：統合準備委員会での協議事項に対する対応方法の説明

【第２回】

　　開催日：平成２２年１２月１４日（火）

　　場　所：県立八戸工業高等学校会議室

　　　　　　　南部工業高校から出された協議項目に対して、八戸工業高校及び県教育

　　　　　　委員会で検討した対応方法を説明し、その内容について確認を行った。

　　開催日：平成２３年　５月３０日（月）

南部工業高校・八戸工業高校統合準備委員会の協議経過

　　　　　　　　　統合準備委員会の設置経緯、設置趣旨等を説明し、今後、協議して

　　　　　　　　いくための共通理解を図った。

　　　　　　　　③南部工業高校の沿革に係る資料等の引継ぎ及び八戸工業高校での保

　　　　　　　　　存・管理について

【第１回】

　　開催日：平成２２年　９月　６日（月）

　　場　所：県立南部工業高等学校音楽室

　　出席者：委員１９名及び事務局４名

　　議　事：（１）統合準備委員会の設置趣旨の説明

　　　　　　　　⑤南部工業高校の関係団体の今後の在り方について

　　　　　　　　　統合準備委員会で想定される協議内容を説明し、大枠となる協議事

　　　　　　　　項の設定について了解を得た。了解を得た協議事項は、次のとおりで

　　　　　　　　④南部工業高校の施設、設備の有効活用について

　　　　　　（２）統合準備委員会の協議事項の説明

　　出席者：委員１９名及び事務局４名

　　議　事：統合準備委員会の協議事項の説明

【第３回】

　　　　　　項目を説明してもらい､今後､対応を検討するため内容等の確認を行った。

　　　　　　　南部工業高校から、第１回で確認した協議事項に基づく、具体的な協議

　　　　　　　　ある。

　　　　　　　　①八戸工業高校における新たな教育理念等の構築について

　　　　　　　　②南部工業高校の特色ある教育活動の引継ぎについて
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　　　　　　　　　　第４回の統合準備委員会で説明した対応方法に係る検討状況等に

　　　　　　　　　　これまでの統合準備委員会での協議について、各委員の感想等を

【第４回】

　　　　　　　　　ついて説明し、状況等を確認した。

　　　　　　　　　確認した。

　　開催日：平成２３年１０月２７日（木）

　　　　　　た内容を説明し、その内容について確認を行った。

　　出席者：委員１６名及び事務局４名（浅水委員、佐々木委員、北向委員欠席）

　　議　事：（１）統合準備委員会での協議事項に対する対応方法の説明

　　場　所：県立八戸工業高等学校会議室

　　出席者：委員１７名及び事務局５名（浅水委員、坂内委員欠席）

　　議　事：統合準備委員会での協議事項に対する対応方法の説明

【第５回】

　　開催日：平成２４年　２月１４日（火）

　　場　所：県立南部工業高等学校音楽室

　　　　　　　第３回の統合準備委員会で説明した対応方法について、修正及び追加し

　　　　　　（２）報告書案の確認

　　　　　　　　　　報告書案を説明し、その内容について確認を行った。

　　　　　　（３）統合準備委員会での協議について確認
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